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論 文 内 容 の 要 旨 
 近年、コンピュータを使った多様な学習支援システムが開発されてきた。そして、学習支援システムのインターフ
ェースにおいて、学習者の状況を把握し、それに応じて的確な指導が実現できる知的学習支援の実用化への要望は高
まりつつある。しかし、このような人工知能技術を使った方法は、開発や運用の負担が大きいため、一般への普及が
困難な状況にある。 
 本論文は、このような問題を解決するために、簡易な技術や既存の技術を使い、知的学習支援に近いインターフェ
ースを構築する研究を行ったことについて述べたものである。 
 第１章は、序論として研究の背景や目的、および研究の特長などについて述べている。 
 第２章では、手書き入力装置とパーソナルコンピュータを接続した学習支援のインターフェースについて述べてい
る。このインターフェースは、学習者が入力した文字について、漢字の存在チェックや、筆順チェックをリアルタイ
ムに行うことが可能である。第３章では、e-learning において、学習者が解答した小テストの採点結果を基に、学習
者への評価メッセージと、今後の学習の方向づけである「学習ナビゲーション」が掲示される学習支援のインターフ
ェースについて述べている。第４章では、企業の経営を仮想的に体験して学ぶことができる既存のビジネスゲームに
対して、学習支援のインターフェースを付加したことについて述べている。このインターフェースは、プレイヤ （ー学
習者）が入力した意思決定に対する評価や、学習上のアドバイスを自動的に出力できる機能を持つ。第５章では、課
題研究授業における、テーマの決定についての教師と学生間の議論を支援するインターフェースや、研究計画書の作
成を支援するインターフェースを構築したことについて述べている。これによって、課題研究授業の効率化や標準化
が実現できる。また、第６章では、本論文のまとめと今後の展望について述べている。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 近年、コンピュータを使った多様な学習支援システムが開発されてきており、学習支援システムのインターフェー
スにおいて、学習者の状況を把握し、それに応じて的確な指導が実現できる知的学習支援の実用化への要望は高まり
つつある。しかし、このような目的のために人工知能技術を使った方法は、開発や運用の負担が大きいため、一般へ
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の普及が困難な状況にある。 
 本論文は、このような問題を解決するために、簡易な技術や既存の技術を使い、知的学習支援に近いインターフェ
ースを構築する研究を行ったことについて述べたものである。 
 第１章は、序論として研究の背景や目的、および研究の特長などについて述べている。第２章では、手書き入力装
置とパーソナルコンピュータを接続した学習支援のインターフェースについて述べている。このインターフェースに
おいては、学習者が入力した文字について、漢字の存在チェックや、筆順チェックをリアルタイムに行う手法を提案
している。第３章では、e-1earning において、学習者が解答した小テストの採点結果を基に、学習者への評価メッセ
ージと、今後の学習の方向づけである「学習ナビゲーション」が掲示される学習支援のインターフェースについて述
べている。第４章では、企業の経営を仮想的に体験して学ぶことができる既存のビジネスゲームに対して、学習支援
のインターフェースを付加したことについて述べている。このインターフェースは、プレイヤー（学習者）が入力し
た意思決定に対する評価や、学習上のアドバイスを自動的に出力できる機能を持つ。第５章では、課題研究授業にお
ける、テーマの決定についての教師と学生間の議論を支援するインターフェースや、研究計画書の作成を支援するイ
ンターフェースを構築したことについて述べている。これによって、課題研究授業の効率化や標準化が実現できる。
また、第６章では、本論文のまとめと今後の展望について述べている。 
 以上のように、本論文は知的学習支援の実用的な実現方法に寄与するものであり、その有効性も実システムで確認
されており、博士（工学）の学位論文として価値のあるものと認める。 
